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　慶長 2 年（1597）、豊臣家五大老の一人・宇喜多秀家が築城した岡山城。
　三層六階の堂々たる天守閣は織田信長の安土城天主閣を模して築かれたと伝えられ、全国的
にも珍しい不等辺五角形の天守台をしています。
　関ヶ原合戦以前の古式を伝える天守です。
　また、当時は築城技術の発達が著しい時期で、岡山城は豊臣秀吉の大坂城、毛利輝元の広島
城と並んで近世城郭の先駆けとなりました。
　その建築は 8 年にわたる大事業で、旭川の流れを変えて本丸の北面～東面を巡らせ、堀の役
割を持たせました。
　黒い下見板張りの外観から別名「烏城 ( うじょう )」と呼ばれています。
　戦前、国宝であった天守閣は戦災で焼失、現在は再建されています。

参考：https://www.okayama-kanko.jp/modules/kankouinfo/pub_kihon_detail.php?sel_
id=1060&sel_data_kbn=0　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平松　記） 　
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若手技術者室内試験体験会を開催しました。

教育・技術関連委員会
金津　正子

　若手技術者を対象とした、室内試験体験会を開催しましたので報告致します。教育・技術関連委
員会の活動の一環として企画されたものです。
　開催は 4 月 20 ～ 21 日、5 月 18 ～ 19 日の計 2 回行いました。4 月開催には 19 名、5 月開催は 16
名の参加がありました。
　土質試験の内容や実務に重点を置いた研修としました。活発な質疑もあり、有意義な交流ができ
たと思います。また、アンケート結果でも『こういう企画に参加したい』との意見に、やりがいを
感じた２日間でした。
　次ページより参加者の方に感想を頂きましたので、掲載致します。
　教育・技術関連委員会では、このような研修会などを企画して、調査技術者と試験技術者がお互
いの立場で意見交換し、技術力向上につながるように日々、活動していきたいと思いますので皆様
ご協力よろしくお願いします。

1 日目 時　間

09：30 ～ 10：10　　開催のあいさつ・自己紹介 40 分

10：10 ～ 10：30　　施設見学 20 分

10：30 ～ 10：40　　休憩 10 分

10：40 ～ 12：00　　不攪乱試料の押出し及び観察体験 1 時間 20 分

12：00 ～ 13：15　　昼休憩 1 時間 15 分

13：15 ～ 17：30　　物理試験実習 4 時間 15 分

17：30 ～　　　　　 懇親会

2 日目

09：30 ～ 12：00　　力学試験実習 2 時間 30 分

12：00 ～ 13：15　　昼休憩 1 時間 15 分

13：15 ～ 16：00　　データー整理 2 時間 45 分

16：00 ～ 17：00　　参加者の希望する試験を体験する。 1 時間

17：00 ～ 17：30　　閉会のあいさつ・アンケート記入 30 分
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中山専務理事による開催挨拶 不攪乱試料抜取り体験

物理試験体験 一軸試験体験

三軸試験体験 材料試験体験
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　2017 年 4 月 20 日～ 21 日の 2 日にかけて関西地盤環境研究センターにて実施された若手技術者室
内試験体験会に参加致しました。私にとって本格的な実験の体験や器具に触れる機会はこれまであ
りませんでしたので、大変貴重な機会となりました。2日間ではありましたが、土質界隈の様々な方々
との接点を持つことで刺激を受けることが出
来ました。
　特に印象に残っているのは液性・塑性限界
試験です。水の量、経過時間等によって試料
が鋭敏に変化する為、素人の私には難しい試
験でした。一方で最初に実験方法を実演して
頂いた方は、非常に手際よく、職人技に感動
しました。また他の試験でもそういった場面
は多くありました。以前は手動で実験してい
たもので現在は自動化されている器具もある
と伺い、以前の試験場ではもっと沢山の職人技が光っていたのかと驚きました。
　私自身、土質について学んだのは 3 ～ 4 年前の学生の頃ですが、事前に頂いた本体験会のプログ
ラムを見た時に実験のイメージが湧かない程、知識が薄れていることに気づきました。学生の時の
記憶では、座学として公式や数字に向かい合い実体のわからないままに、土質・地盤学はひたすら
暗記として取り組んでいた印象です。体験会では、見る、触る、嗅ぐ等、実体験として試料の性質
を把握していくことが出来ました。また試料を手にしたとき、「強そう・弱そう」という相対的な
感覚を持ちますが、試験結果とその感覚は大きく外れないという印象を持ちました。そのように感
覚として得たものを最後には数値として示す一連の工程を経験し、学生の頃にもこのような経験が
したかったと悔やんでいます。また試験作業を行う方々はシビルエンジニアの要でもあると感じま
した。土質試験から得られた結果はものづくりに必要な自然環境の与条件であり、土木設計・計画
ではそれらに対して配慮が求められます。人間の思惑によらず、周辺の環境を読み取り設計に生か
す為に、改めて土質試験は非常に重要な過程だと感じました。また試験結果に裏打ちされた、セン
ターの方々の技術力に驚き、今後業務で土質試験を伴う際には今回の体験会で得た土質試験の繊細
さや難しさのイメージを忘れないようにしたいと思います。
　最後になりますが、関西土質地盤環境研究センターの皆様、参加者の皆様には大変お世話になり
ました。お礼申し上げます。引き続き、どうぞよろしくお願い致します。

若手技術者室内試験体験会
株式会社  建設技術研究所

北村　亮輔

所　　属：（株）建設技術研究所
氏　　名：北村亮輔
生年月日：1992 年 2 月 5 日生
出　　身：東京都
新卒として 4 月から大阪に配属となりました。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

液性・塑性限界試験状況
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生年月日：平成元年 4 月 15 日生
出身地：愛知県出身　
出身大学：名城大学法学部卒
経歴：大学卒業後、愛知県の信用金庫にて勤務。退職後、三菱重工
にてボーイング 787 主翼検査員として勤務し、平成 29 年 4 月より中
央開発株式会社へ入社。

実施場所：関西地盤環境研究センター　若手技術者室内試験体験会
体験会参加期間：平成 29 年 4 月 20 日～平成 29 年 4 月 21 日
体験会内容

1 日目・・・関西地盤環境研究センター施設内見学、土質試験（試料
観察、土粒子密度試験、含水比試験、湿潤密度試験、一軸圧縮試験、
三軸圧縮試験）見学と体験
2 日目・・・1 日目の試験内容の経過観察及びデータ整理、選択体験：
三軸圧縮試験場の見学

　この度は、室内試験体験会で学びを深める機会をいただき、ありがとうございました。地盤を扱

う未経験の業界に入ったばかりの私にとって見聞きする物全てが新しく、普段の営業業務では直接

携わる事が出来ない体験会に参加でき、貴重な経験で刺激を受けました。又、地盤を調べる為の試

験がこれほど多くの種類があり、経過観察等の多くの時間が必要になる事に驚きました。

　この体験会にて室内試験の体験をさせていただきました。その中で、不撹乱試料を実際に目の前

に置き観察する体験で、観察する事の難しさを学びました。観察というと、目で見る事に重点を置

くイメージでしたが、試料の重さ・質感・臭い等の感覚を駆使し、そこから現場の土の状態を考え

る想像力が重要だと感じました。また、関西地盤環境研究センターの技術者の方々は、試験結果が

出る前にある程度の結果の予測をされていましたが、これこそが試料を観察する力なのではないか

と思いました。

　実際に試験をしてみて、試験そのものの難しさを感じました。安定した信頼のおける結果を出す

には、習熟が必要だと実感しました。さらに、現場や設計の事を考えながら試料に向き合う技術者

の方々の知識量にも圧倒させられました。私自身も、地質業界に携わるため広い知識を持てるよう、

これを機に自己研鑽に励みます。

若手技術者室内試験体験会
中央開発株式会社　関西支社

営業部　石黒　貴之
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　はじめまして。日本物理探鑛株式会社の岩下です。私は東海大学海洋学部海洋生物学科を卒業し、
今年新入社員として入社しました。海洋生物を専攻していた為、この業界の知識は乏しく未知の世
界でした。そのため土質を調べると言っても漠然としたイメージしか持っておらず、どのようなこ
とをし、また何を目的としているのかが分かりませんでした。また最近のマイブームは天文につい
てで、惑星や様々な星々を調べていたりするのですが、この分野には漏れなく地学が付いて来ます。
そのため地学にも興味はあるけれども、具体的なイメージ
が頭に浮かばないという状態でした。そんな中、今回の試
験体験という機会に巡り合うことができ、とても興奮をし
ておりました。
　今回の研修では様々な試験を体験させて頂きましたが（写
真 1）、中でも気になったのは液性限界試験と塑性限界試験
でした。塑性限界試験を体験中は、何故手で土を捏ねるだ
けで含水比が求まるのかが疑問でした。ただ土を捏ね繰り
回してボロボロにしているだけじゃないかと。しかしその
理由は土の含水比が減少すると脆くなるため力を加えると
亀裂を生じやすく自由に変形しなくなり、試料が切れ切れに
なる。この時の状態を測定することで含水比が分かると解説をして頂き理解することができました。
一方液性限界試験では、何故落下というアクションを行うことで塑性状態から液状になるのかが分
かりませんでした。また人力による試験であるため誤差が少なからず生じるとお伺いしました。で
あるとすると、この試験において人力でやることの意義やメリットについてがわかりませんでした。
是非次の機会にお尋ねできればと思います。
　文や口頭だけではイメージし辛く頭に入らない事柄でも、実際に試験を体験することで嗚呼これ
はこのようにすることで、この結果が得られそこから土の特性が分かるのかと理解することができ
ました。私は研修後、復習も兼ねて個人的に各試験について調べていました。調べていくと文や数
字、散布図ばかりの情報が多く、これは試験体験をしてイメージ像が無ければ恐らく理解できなかっ
ただろうなと感じました。文字や図だけでは分かり辛かった分野でありましたが、土の性質はこう
いうものなのだと実際に見て体験することで、曖昧だったイメージを明確化することができました。
また同時にもっと色々なことを知りたいという欲求も生まれました。やはりサイエンスの世界は読
むだけではなく、体験することが重要なのだなと改めて思いました。
　宙を見上げれば様々な星があり、そこには大地がありそして地質があるのでしょうけれども、足
元を見れば地球という星の大地があり、そして地球の地質があります。今回の研修を経て、少しは
地球という一つの星についての性質を知ることができたかのかなと満足しております。今回は貴重
な試験体験会にお招き頂き誠に有り難うございました。

日本物理探鑛株式会社
　平成 6 年 4 月 6 日　生

岩下　昴

（写真 1）試験体験中

若手技術者室内試験体験会
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「白浜町の露頭をたずねて」

1. はじめに
　平成 28 年度業務も無事終了し、恒例となっている春の家族旅行で和歌山県白浜町に遊びに行っ
てきました。その際、観光時間の合間を縫って、露頭の写真を撮影してきましたので紹介させてい
ただきます。
2. なぜ白浜で露頭観察？
　2015 年 10 月号のセンターニュースで『山陰海岸ジオパーク館』が紹介されました。お恥ずかし
い話、私はそれまで『ジオパーク』というものを知らず、『ジオパークって何？』って感じでした。
インターネットで検索すると、わが国には 43 地域の日本ジオパークが存在し、その内 8 地域が世
界ジオパークに登録されていることを知りました。今回訪れた白浜町も『南紀熊野ジオパーク』と
して、日本ジオパークに登録されています。
　近隣の御坊市に所在する和歌山高専を卒業した私にとって、白浜町はとても身近な場所であり、
何度も足を運びました。しかし、学生時代の私は岩盤の露頭にまったく興味もなく、夜のドライブ
コースでしかありませんでした。
今回、せっかく遊びに行くのだからちょっとだけ家族に我慢してもらい、露頭観察してみようと思
い至りました。
3. 白浜町の案内
　和歌山県白浜町は、紀伊半島の南端串本町より西へやや北上したところに位置します。現在は、
阪和自動車道から紀勢自動車道（現在すさみ IC まで開通）に乗り継ぎ大阪から非常に近くなりま
した。また、先日開通したばかりの和歌山 JCT により京奈和自動車道から乗り継ぎが可能となり、
奈良県側からのアクセスも大変便利になっています。
　地質図では、田辺層群に分類され、約 2200 万年前～ 1500 万年前（前期中新世～中期中新世）に
形成された海成または非海成の砂岩層と説明されており、神戸層群や二上層群とほぼ同世代の地層
群とされています。

株式会社　阪神コンサルタンツ
広報関連委員　田代　裕規

紀伊半島南部の地質図
（南紀熊野ジオパーク
HP より）

白浜町
（田辺層群・砂岩が分布）

➡

皆様からの自由投稿コーナー
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4. 露頭観察
①三段壁
　言わずと知れた、白浜の名勝の一つ。高さ
50m にもおよぶ岩壁は迫力満点です。
　ただ、一般観光客と同じくこの岩壁を見て、

「すげー！」としか感じない私が残念です。
　誰か解説して～！

②千畳敷
　言わずと知れた、白浜の名勝の一つ。
砂岩と泥岩が互層に重なり合い、広大な岩畳
が広がります。
　砂岩層では、円礫や貝殻などを観察するこ
とができます。

③円月島ビューポイント付近
　円月島を望むビューポイントの背面には、
侵食された砂岩の露頭が観察できます。
　ここでも、砂岩層に多数の円礫を見ること
ができました。

④白浜の泥岩岩脈（泥岩ダイヤピル）
　付近の案内板では「約 1500 万年前に地震の
ショックによって水と共に地中から噴出した
礫を含んだ砂泥が、上におおっていた砂岩と
泥岩の互層を貫いて固結した水成岩脈」と説
明されていました。
　また、スパッと切られたような断層が直接
見ることができました。
　現在、落石が多く立ち入り禁止になってい
ます。

泥岩岩脈
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④白浜の泥岩岩脈の続き

⑤白浜空港切土斜面
　アドベンチャーワールドへの道中に偶然見つ
けた白浜空港の切土斜面です。
　ネットで覆われていますので、緑っぽく写ってしま

いました。

⑥アドベンチャーワールドパーク内
　パーク内でも露岩を観察することができます。
動物の生活特性と融合し、『造り物』ではない飼
育環境がとてもよかったと思いました。

写真左上：波打ち際に見える泥岩岩脈
写真右上：断層写真
写真左下：別斜面の様子と貝に夢中の息子

断層

人
工
構
造
物
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今回撮影したポイントの位置図
5. おわりに
　今回、白浜町を観光して、「次回は地質に詳しい人に案内してもらいたい！」と思いました。地
質にあまり詳しくない私が現地に行っても「すげー！」「かっこいい！」しか口に出てきません。
息子の「地層だ！すげー！」と同レベルで悲しくなります。
　周辺をとり囲む四万十帯の地層群からみると、褶曲や極端な地層傾斜などが見られず、比較的均
一な堆積岩盤層で形成されており、地層の連続性や形成過程を観察するにはわかりやすい地層だと
感じました。
　冒頭でも紹介したように、『南紀熊野ジオパーク』内には、たくさんのジオサイトがあり、まだ
まだ地形や地質と触れ合える場所があります。機会を見て回ってみたいと思います。
　また、私の実家は三重県熊野市の近くにあり『鬼ヶ城』『獅子岩』『花の窟』など見所がたくさん
ありますのでこちらの方も紹介していきたいと思います。
6. 投稿募集について
　現在、センターニュースでは皆さんの投稿を募集しています。今回私が投稿したように、「旅行
のついで」や「イベントの参加レポート」など何か土木・建築に関係することであれば何でも結構
です。どしどしご応募ください。
　論文等の発表経験の少ない方には、原稿発表の練習の場として活用していただいても結構です。
　あまり大きな声では言えませんが、私もそうです。。。



‒ 10 ‒

　 平成 29 年 2 月 23 日（木）15 時 00 分より、大阪キャッスルホテル会議室において、理事 8
名が出席して開催した。
　定款の定めにより、髙村理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 
 1 ）一般経過報告
 2 ）1 月分事業報告の件
 3 ）その他の件　

 1 ）平成 28 年度利益予想の件　　　　　　　　  　　　
 2 ）平成 28 年度剰余金処分（案）及び職員期末手当支給検討の件
 3 ）平成 29 年度（第 38 期）収支予算（案）策定の件
 4 ）組合の組織について
 5 ）その他の件　

定例理事会 Regular board of directors2月

［報告事項］

［審議事項］

　平成 29 年 3 月 22 日（水）15 時 00 分より、大阪キャッスルホテル会議室において、理事 6
名が出席して開催した。
　定款の定めにより、髙村理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 
 1 ）一般経過報告
 2 ）２月分事業報告の件
 3 ）組合員脱退申し出の件
 4 ）組合職員退職の件
 5 ）その他の件　

 1 ）平成 28 年度決算予想の件　　　　　　　　  　　　
 2 ）平成 28 年度職員期末手当・期末役員報酬支給検討の件
 3 ）平成 28 年度剰余金処分（案）検討の件
 4 ）平成 29 年度収支予算（案）策定の件
 5 ）組合組織について
 6 ）その他の件

定例理事会3月

［報告事項］

［審議事項］

新規加入組合員
・会　社　名　　報国エンジニアリング株式会社　
・代　表　者　　代表取締役　塚本  英　
・本 社 住 所　　大阪府豊中市大黒町 3-5-26
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成果が出ないときこそ、不安がらずに、恐れ
ずに、迷わずに一歩一歩進めるかどうかが、
成長の分岐点であると考えています。　　　

　　　　　　羽生善治（日本の将棋棋士、十九世名人 / 1970 ～）

最近、テレビ等で中学生棋士の話がよく報道されていたので、羽生名人が
負けたこともあり、羽生さんの名言を掲載しました。
お暇なときに一読ください。                      　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（稲田　記）

【参考文献】：http://iyashitour.com/archives/20107/2

　日々の生活の中で、心に残るようなうれしかったことはありませんか。
　あなたにかけられた「やさしい言葉」や、思いがけない「親切な行為」など、周りの人が
心温まるような出来事やお話を「ちょっといい話」として募集します。

●原稿様式：word で A4 用紙 1 枚程度
●原稿の送付先：info@ks-dositu.or.jp までお願いいたします。

■■■■■■■■■■■ち ょ っ と い い 話大 募 集！
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　ここ最近、筋膜リリースマッサージが流行っているみたいですね。友人に肩こり
がひどい話をしたら、「筋膜リリースマッサージがいいよ！ただし、最近流行てる
から、ぼったくり価格やで！」と言われました。「なら勧めるなよ！」と思いつつ、
肩こりとはお友達状態につき、全身マッサージをされたら必ず体調が悪くなるので、
あえて行かないでいるのですが、あまりにもストレス等でイライラしてしまったら、
筋膜リリースマッサージに行って、体調不良になってやろうと思っている今日この
頃です。
　皆様も「凝り」がひどい場合はぼったくり価格の筋膜リリースマッサージに行っ
てみるのもいいかもしれませんよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        （稲田　記）

編集後記
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　慶長 2 年（1597）、豊臣家五大老の一人・宇喜多秀家が築城した岡山城。
　三層六階の堂々たる天守閣は織田信長の安土城天主閣を模して築かれたと伝えられ、全国的
にも珍しい不等辺五角形の天守台をしています。
　関ヶ原合戦以前の古式を伝える天守です。
　また、当時は築城技術の発達が著しい時期で、岡山城は豊臣秀吉の大坂城、毛利輝元の広島
城と並んで近世城郭の先駆けとなりました。
　その建築は 8 年にわたる大事業で、旭川の流れを変えて本丸の北面～東面を巡らせ、堀の役
割を持たせました。
　黒い下見板張りの外観から別名「烏城 ( うじょう )」と呼ばれています。
　戦前、国宝であった天守閣は戦災で焼失、現在は再建されています。

参考：https://www.okayama-kanko.jp/modules/kankouinfo/pub_kihon_detail.php?sel_
id=1060&sel_data_kbn=0　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平松　記） 　
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